事故発生時における警察等への連絡その他応急処置に関すること。

事故発生時の連絡先
１１０　：　警察　　　事件・事故の通報
１１９　：　消防署　　火事の緊急通報・救助・救急車の要請
１１８　：　海上保安庁　海上での事故・事件・転覆・遭難など

警備員は勤務現場で事故・事件・災害の発生時は迅速な対応が求められる。

警備員が心がけるべきは迅速な対応と冷静な判断である。
日ごろから緊急時の対応を考えて訓練することで冷静な対応が可能となる。
焦り・緊張が周囲に悪影響を及ぼし混乱を招く恐れがあるので
警備員は冷静沈着な雰囲気や態度・言動を心がける。広報や誘導の際に有効

事前の準備・心構えについて
1 緊急連絡先・手順・通報の内容を練習しておく

2 メガホンでの広報・立ち入り禁止テープでの現場保存・2次災害防止技術
を練習しておき、現場で応用実践できるようにしておく。

3 メモの取り方を練習しておく。　状況・時間など
・警察・会社への報告の際に必要になる。
・メモを取ることで状況把握と冷静になる間合いを作ることができる。

4 現場での指示役リーダーは役割分担ができるように考えておく。
・各個人が何をできるのか、どこまでできるのか把握しておく

5 事案の発生から解決・警察への引継ぎまでを責任感を持って対応することが
警備員の責務であるので責務を完遂できるように日々心構えておくこと。





警備員が対応するべき流れ
1 事故・事件・災害の発生
・周囲の安全確保
・緊急避難誘導

2 現場の状況把握・負傷者の確認
・事故・事件・災害の状況確認
・負傷者の人数・けがの程度
・被害者・加害者の把握・確保

3 緊急通報
・警察・消防署・海上保安庁　必要な緊急連絡先へ通報
・状況・場所・けが人の有無・救助の必要性など

4 2次災害防止・安全確保・応急処置
・車両の誘導・通行人の誘導
・被害個所の安全確保・現場保存
・広報の実施

5 消防・救急車の誘導・引継ぎ
・消防車の接近・到着次第、現場へ誘導
・対応現場の場所を確保しておく

6 警察への状況説明・引継ぎ
・現場の状況を説明する。時系列・原因など
・目撃者・関係者の情報提供

7 会社への報告　報告書の提出
・当事者が報告書・レポートを作成し提出する。






応急処置に関すること
応急処理とは・・・救急・消防が来るまでの間、止血・介助・心肺蘇生など
苦痛を和らげるためにする応急の処置
※治療行為ではないので治療と混同しないように。

1 止血　　　・・・　出血を抑えるために直接圧迫法・間接圧迫法で止血を行う。
直接圧迫法・・ガーゼ・タオルなどで傷口を押さえて止血する。
間接圧迫法・・ベルトや紐で動脈付近を締めて止血する。

★清潔な布を使用する。感染症対策
★傷口付近が汚れているなら清潔な水で洗い流す。
★傷口・血液には直接触らない。手袋・ビニール袋などを活用
　　　　　　　　
2 冷却　　　・・・　火傷・熱傷を負った負傷者の患部を冷やして症状を和らげる。
　　　　　　　　　★水・氷・保冷剤などを活用する。
　　　　　　　　　★冷やす際は患部をこすらない。皮膚が剥がれ悪化する。

3 固定　　　・・・　骨折の恐れがある場合に患部を応急で固定する。
　　　　　　　　　★手近にある物（誘導棒・旗・杖など）を活用する。
　　　　　　　　　★頭部の場合はむやみに触らないほうがよい。
　　　　　　　　　★骨や傷口が露出している場合は救急に任せる。

4 緊急搬送　・・・　負傷者を安全な場所に移動し安静な態勢をとること。
　　　　　　　　　★道路上や危険な場所からは移動し安全なところで安静にする
　　　　　　　　　★症状・負傷の程度を見極めて対応する。
　　　　　　　　　★重傷者などは動かさない方がよい場合もある。
　　　　　　　　　★一人で対応せずに複数人で負傷者を移動させる。

5 心肺蘇生　・・・　AED・心臓マッサージ・人工呼吸などを実施し
　　　　　　　　　意識のない負傷者に対し蘇生をおこなうこと。
　
